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要旨 

本論文では，メカニズムが複数均衡を持つ際に起こりうる個人間の協調の失敗を，フォ

ーカル・ポイント(Schelling (1960)) によって避けることができるかどうかを実験によって

検証する．本論文では完備情報下の直接表明メカニズムによる社会的意思決定を考察して

いるため，フォーカル・ポイントとなりうる均衡として，正直均衡が考えられる．よって，

同一の社会選択関数を遂行するメカニズムとして，複数均衡の一つに正直均衡を持つメカ

ニズムと持たないメカニズムを設計し，どちらがより高い均衡達成率を実現するのかを実

験によって比較した．その結果，正直均衡を持つメカニズムの方が高い均衡達成率を示す

ことがわかった． 
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